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サーバで構成されている．図 1 は，履修科目数を N [科目] とし
た場合の自己学習サーバ型待ち行列システムのモデル図である．
自己学習サーバ型待ち行列システムは，教員 n(n = 1; 2;…
















率 t = t 1とする．ただし，課題を処理した時刻は加算，
そうでなかった時刻は減算とする．Exp.の場合，時刻 tまでの提
出課題数mを用いて，時刻 tでの平均処理率 t = 0m b[2]と
する．ここで，bは習熟率に関係するパラメータである．Fixed












機能に関するパラメータは， = 0:001，0 = 1:0，b = 0:152[3]
とする．課題の到着率に関するパラメータは，N = 10[科目]，全
教員の到着率 n = 1=7[個/日]とし，Dは 1～7[日]の一様分布，
T は率  = 1:0[日]の指数分布に従うとする．なお，シミュレー
ション期間は 100[日]とする．また，シミュレーションは各取り















平均所持課題数 [個] 平均課題提出率 [%]
自己学習機能 自己管理機能 Uniformly Poisson Uniformly Poisson
Shortest 3:07 0:28 2:99 0:29 84.6 88.1
Linear Smallest 1:68 0:19 2:12 0:20 80.2 74.4
Largest 2:42 0:30 2:69 0:32 71.0 69.6
FIFO 1:99 0:23 2:02 0:24 81.3 76.8
Shortest 1:56 0:25 1:87 0:26 96.1 90.1
Exp. Smallest 1:02 0:15 1:54 0:19 88.6 83.7
Largest 1:06 0:16 1:63 0:21 86.8 80.6
FIFO 0:95 0:17 1:59 0:26 88.8 84.5
Shortest 4:54 0:22 4:02 0:26 56.9 59.1
Fixed Smallest 2:44 0:20 2:81 0:22 68.1 61.9
Largest 3:51 0:26 3:50 0:27 52.1 50.9
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